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審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

トキソプラズマ脳炎はトキソプラズマ原虫（Toxoplasma gondii）により、免疫不全者に

生じる予後不良な日和見感染症であり、確実な早期診断と治療が重要とされている。現在、

トキソプラズマ脳炎の診断には米国ＣＤＣの臨床診断基準が主として用いられているもの

の、診断は必ずしも容易ではなく、より有用性の高い診断法の開発が切望されている。 

申請者は血清トキソプラズマ IgG抗体検査をHIV感染者におけるトキソプラズマ脳炎発

症症例と非発症症例での陽性率について検討するとともに、T.gondii の 18SrDNA、B1遺

伝子を標的とした遺伝子診断法（nested-PCR法）を開発し、トキソプラズマ脳炎症例の脳

脊髄液を用い検出感度、特異性の検討を行った。さらに、エイズ・トキソプラズマ脳炎症

例 11 例において、Gd-DTPA 造影脳 MRI 画像所見、201Ｔ1 SPECT 所見の解析を行い、

これらの抗体検査、遺伝子検査、画像検査の解析結果をもとに、トキソプラズマ脳炎の診

断アルゴリズムを作成した。 

本研究によって、HIV 感染者におけるトキソプラズマ脳炎発症症例では非発症症例に比

べ抗体陽性率が有意に高い知見が得られ、T.gondii の 18SrDNA を標的とした遺

nested-PCR 法は 1×10-8ng/μL の優れた検出感度を示し、16 例のトキソプラズマ脳炎症

例、12例の非トキゾプラズマ脳炎症例での検討で感度 50％、特異度 100％の結果が得られ

た。また、トキソプラズマ脳炎単独病変 9例では 201Ｔ1 SPECTでは集積所見が認められ

ないことが明らかとなった。 

本研究によって、トキソプラズマ脳炎における抗体検査が有用であること、申請者が開

発した nested-PCR法は既存の方法より 50倍の検出感度を示し、特異度が 100％であるこ

とから、本遺伝子診断法はトキソプラズマ脳炎の確定診断として利用できる可能性が示さ

れた。また、これらの抗体検査法と遺伝子検査法の知見に加え、画像検査の結果に基づい

て作成されたトキソプラズマ脳炎診断のためのアルゴリズムは、今後のさらなる症例集積



における検討が必要であるものの、臨床的に有用であることが期待され、今後のトキソプ

ラズマ脳炎に対する臨床的マネジメントに大いに寄与することが期待される。 

よって、本研究論文の学術的価値は高く博士（医学）として合格と判断した。 


